
　
広
島
県
議
会
は
、六
月
定
例
会
を
六
月
二
十
一

日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
の
十
二
日
間
の
会
期
で

開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
十
九
年
度
広

島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広
島
県
の
事
務

を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
、「
公
立
大
学
法
人
県
立

広
島
大
学
に
係
る
中
期
目
標
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」
、「
安
心
し
て
医
療
・
介
護
を
受
け
ら
れ

る
体
制
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
の
議

案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、三
十
四
議
案
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、知
事
後
援
会
の
政
治

資
金
規
正
法
違
反
問
題
や
企
業
立
地
促
進
、教

育
問
題
な
ど
の
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い

て
、六
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ

た
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
 

　
最
終
日
に
は
、「
知
事
藤
田
雄
山
君
の
不
信

任
に
関
す
る
決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、賛
成
が
所
定
数
に
達
せ
ず
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、六
つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、委
員
の
選
任
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
 

6月定例会日程 （平成19年6月21日～7月2日）

●平成19年度補正予算

●条例案

●人事案件

●その他の議案

●意見書案

●決議案

●請願

一般会計1件、企業会計1件 

広島県の事務を市町が処理する特例を定める条例の一部を改正す
る条例案など12件 

広島県人事委員会委員の選任の同意についてなど3件 

公立大学法人県立広島大学に係る中期目標を定めることについて
など12件 

安心して医療・介護を受けられる体制の確保を求める意見書など5件 

知事藤田雄山君の不信任に関する決議案 

広島県各特別支援学校に示された平成20年度スクールバスの削
減と運行の見直し方針の再検討を求める請願（不採択） 

●平成19年度広島県補正予算を可決

広島市が行う新球場建設に対する支援など、総額9,250万円の一般会計補正予算及び企業会計補正予
算を可決しました。

●広島県の事務を市町が処理する特例を定める条例の一部を改正する条例を可決

身体障害者手帳の交付など、知事の権限に属する事務の一部を市町の事務とするための条例改正を可
決しました。 

●公立大学法人県立広島大学に係る中期目標を定めることについて可決

大学運営の効率化など、公立大学法人県立広島大学が達成すべき業務運営に関する目標を策定するこ
とについて可決しました。 
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●総額総額9,2509,250万円万円の一般会計補正予算一般会計補正予算などを可決可決
●6つの特別委員会特別委員会を設置設置
●「安心安心して医療医療・介護介護を受けられる体制体制の確保確保を
　求　求める意見書意見書」などを可決可決
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●6つの特別委員会を設置
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6月21日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

6月22日 全員委員会　［提案事項の説明など］ 

6月26日～27日 本会議　［一般質問など］ 

6月28日 各常任委員会

7月 2日 本会議　［委員長報告、議案の採決など］ 

●否決された決議案の要旨
【知事藤田雄山君の不信任に関する決議案】
知事は、自身の後援会事務局長による政治資金規正法違反事件における事実解明を断念された。事件

発生以来、1年半にわたり県政を混乱させ、県民の期待を裏切った責任は重大であり、本議会は、知事

を信任しないことを決議する。 

〈参考〉不信任議決の要件
議員数の3分の2以上の出席及び出席議員の4分の3以上の同意が必要（地方自治法第178条） 



山木靖雄議 員
自民刷新会議〈広島市西区〉

やま  き   やす  お

渡壁正徳議 員
民主県政会〈福山市〉

わた かべ まさ のり

松浦幸男議 員
自民〈尾道市〉

まつ うら さち  お

県政に関する質問から

問
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
延
伸
は
、広

島
都
市
圏
の
交
通
基
盤
の
充
実
に

不
可
欠
で
あ
り
、県
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
。
新
球
場
の
建
設
と
同
様
な
支
援
を
す

べ
き
と
考
え
る
が
、県
は
広
島
市
と
連
携
し

て
延
伸
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か
問
う
。

答 問
現
在
の
病
院
運
営
形
態
は
改
善
す

べ
き
点
が
多
い
。
地
方
独
立
行
政
法

人
化
は
長
期
的
視
野
や
透
明
性
、自
立
性
、

機
動
性
が
確
保
さ
れ
、病
院
改
革
に
最
適

と
考
え
る
。
医
師
の
病
院
事
業
管
理
者
を

設
置
す
る
な
ど
の
段
階
的
移
行
も
含
め
検

討
で
き
な
い
か
問
う
。

県
立
病
院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
延
伸
へ
の
支
援

企
業
立
地
促
進
に
向
け
た

戦
略
的
取
り
組
み

少
子
化
の
克
服

福
山
地
域
へ
の
産
業
団
地
の
造
成

答
厳
し
い
環
境
変
化
に
も
対
応
で

き
る
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
た

め
、経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
る
。病

院
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な
運
営

形
態
を
検
討
し
、今
年
度
、経
営
計
画
の

一
部
を
見
直
す
。地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
や
地
方
独
立
行
政
法
人
化
、

こ
れ
ら
の
段
階
的
移
行
な
ど
、幅
広
く

経
営
形
態
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。

問
福
山
地
域
へ
の
産
業
団
地
の
造
成
は
、

地
域
経
済
の
振
興
の
要
で
あ
り
、県

政
進
展
の
た
め
に
重
要
不
可
欠
と
考
え
る

が
、知
事
の
見
解
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答 問
広
島
県
の
人
口
は
、二
〇
三
五
年

に
は
四
十
九
万
人
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
の
克
服
に
は
、働

き
方
の
見
直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、非

正
規
雇
用
者
の
拡
大
な
ど
の
現
状
を
踏
ま

え
、ど
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
し
て
い
く
の

か
。答

今
年
度
新
た
に
、出
産
・
育
児
な

ど
で
離
職
し
た
女
性
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
支
援
す
る「
合
同
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
、ま
た
非
正
規
雇
用
者
を
正

社
員
に
転
換
す
る
企
業
を
県
費
預
託
融

資
制
度
の
融
資
対
象
に
追
加
す
る
な
ど
、

正
規
雇
用
の一
層
の
促
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
。こ
れ
ら
の
雇
用
対
策
の
ほ
か
、母
子
・

小
児
医
療
の
充
実
な
ど
、子
ど
も
を
生

み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
総
合
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

知
事
の
後
援
会
の
問
題

問
こ
の
度
の
知
事
の
総
括
は
、何
ら
新

し
い
事
実
は
な
く
、こ
れ
ま
で
の
疑

い
を
晴
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
政
治
は
結
果

責
任
で
あ
る
。
県
民
の
政
治
不
信
を
ぬ
ぐ
い

去
り
、疑
わ
し
さ
が
晴
れ
な
い
忌
ま
わ
し
い

過
去
と
の
決
別
の
た
め
に
も
、あ
ら
た
め
て

県
民
に
信
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。
辞
職
勧
告

を
二
度
も
受
け
た
結
果
と
し
て
の
総
括
で

あ
り
、知
事
自
ら
の
辞
職
の
考
え
を
問
う
。

答
さ
ら
な
る
事
実
解
明
が
で
き
ず
、

責
任
を
大
い
に
感
じ
て
い
る
。様
々

な
施
策
を
展
開
す
る
途
上
に
あ
り
、将

来
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
、元
気
な

姿
を
見
せ
つ
つ
あ
る
広
島
県
の
道
筋
を

つ
け
て
い
く
こ
と
が
、私
の
責
務
で
あ
る
。

知
事
の
後
援
会
問
題

問
知
事
は
、「
知
事
の
座
に
い
な
い
と
、

取
材
も
報
道
も
し
て
く
れ
な
く
な
り
、

真
相
解
明
が
で
き
な
く
な
る
。
知
事
の
任

務
を
遂
行
し
な
が
ら
真
相
解
明
に
努
め
る

の
が
責
務
だ
」
と
言
わ
れ
、知
事
の
座
に
と

ど
ま
っ
た
が
、真
相
解
明
を
断
念
し
た
の
で

あ
れ
ば
、知
事
の
座
に
と
ど
ま
る
理
由
は
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、情

報
収
集
や
意
見
交
換
の
た
め
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
、多
く
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
発
言
し
た
が
、知

事
の
職
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
、県
政
の
課

題
に
取
り
組
む
た
め
で
あ
り
、私
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
は
、職
を
辞
す
る
こ
と
な
く
、

県
政
推
進
に
全
力
を
傾
注
す
る
こ
と
で

あ
る
と
考
え
る
。

知
事
の
政
治
姿
勢

問
知
事
は
、県
政
に
対
す
る
信
頼
回
復

に
向
け
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

ま
た
、残
り
の
二
年
余
り
の
任
期
中
に
、具

体
的
に
何
に
取
り
組
み
、何
を
実
現
し
よ
う

と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
市
町
の
行
財
政
体
制
の
整
備
に

向
け
た
支
援
な
ど
合
併
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、一
層
の
産
業
集
積
や
中

枢
拠
点
性
の
向
上
に
向
け
た
施
策
の
推

進
、地
域
間
格
差
の
是
正
や
非
正
規
労

働
者
の
正
規
雇
用
化
の
促
進
、医
師
確

保
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
住

ん
で
み
た
い
、住
ん
で
良
か
っ
た
」と
実
感

で
き
る
明
る
い
広
島
県
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
傾
注
し
た
い
。同
時
に
、こ
の
こ

と
が
、県
政
に
対
す
る
不
信
を
ぬ
ぐ
い
去

る
道
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
推
進

問
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、生
活
習
慣
病
予
防
に
は
、運
動
の
習

慣
づ
け
が
重
要
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
活
用
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

答
今
年
度
改
定
す
る
県
健
康
増
進

計
画
に
お
い
て
、関
係
者
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
保
健
指

導
の
推
進
や
、効
果
的
な
普
及
啓
発
を

推
進
し
て
い
く
。ま
た
、計
画
の
改
定
に

あ
た
り
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

教
育
長
の
決
意

問
本
年
四
月
、二
十
二
年
ぶ
り
に
生
え

抜
き
の
教
育
長
が
誕
生
し
た
。
本

県
の
教
育
改
革
は
大
き
く
前
進
し
て
い
る

と
実
感
す
る
が
、多
く
の
県
民
は
、引
き
続

き
国
の
力
を
借
り
な
い
と
、是
正
指
導
以

前
の
教
育
に
戻
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
県
民
の
不
安
を

ぬ
ぐ
い
去
る
教
育
長
の
力
強
い
決
意
を
伺

う
。答

新
た
な「
教
育
県
ひ
ろ
し
ま
」の

創
造
に
向
け
、教
育
の
中
立
性
と

公
開
性
を
堅
持
し
、さ
ら
な
る
是
正
の

徹
底
を
図
り
つ
つ
、県
民
総
参
加
に
よ
る

教
育
改
革
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
く
決
意
で
あ
る
。

問
本
年
四
月
に
成
立
し
た
企
業
立
地

促
進
法
で
は
新
た
な
支
援
制
度
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、他
県
に
負
け
ず
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
昨
年
、知
事
を
本

部
長
と
す
る
産
業
集
積
促
進
戦
略
本
部
を

設
置
し
て
い
る
が
、将
来
を
見
据
え
た
戦
略

的
な
企
業
誘
致
の
考
え
方
と
新
た
な
法
へ

の
対
応
を
問
う
。

答
県
内
の
多
様
な
産
業
集
積
と
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
先
端

分
野
を
中
心
に
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
す
る
。法
適
用
に
向
け
協
議
会
の
設

置
を
準
備
中
で
あ
り
、新
た
な
支
援
措

置
を
活
用
し
、我
が
国
の
主
要
な
も
の
づ

く
り
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
、バ
ラ
ン
ス

あ
る
産
業
集
積
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

広
島
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引

制
度
の
導
入
拡
大

問
広
島
高
速
道
路
の
全
路
線
で

Ｅ
Ｔ
Ｃ
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
、広
島
市
内
の
慢
性
的
渋
滞
、特
に
朝

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
渋
滞
緩
和
に
有
効
と
考

え
る
。
広
島
高
速
道
路
に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
割

引
に
対
す
る
考
え
方
と
今
後
の
導
入
見
通

し
は
ど
う
か
。

答
現
在
、広
島
東
料
金
所
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

を
導
入
し
、一
律
一
〇
％
の
割
引
を

行
っ
て
お
り
、供
用
中
の
三
路
線
す
べ
て

の
料
金
所
に
つ
い
て
、今
年
度
末
を
目
途

に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。今
後
、

債
務
の
確
実
な
返
済
を
前
提
と
し
た
割

引
方
針
を
決
定
す
る
。

県議会 平成19（2007）年8月5日

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
6
月
２６
日

栗原俊二議 員
公明党〈広島市安佐南区〉

くり  はらしゅん じ

高山博州議 員
自民党広誠会〈尾道市〉

たかやま ひろ くに

武田正晴議 員
自民刷新会議〈広島市佐伯区〉

たけ  だ  まさ はる

一
般
質
問
（
要
旨
）

●
6
月
２７
日

病院事業管理者

首長の一般的な指揮監督を受

けず、財務・組織・職員の身分

取り扱いなど、病院業務の運

営に当たって自治体を代表す

る職。地方公営

企 業 法を全 部

適用した場合、

原則として置か

れる。

用語
解説

企業立地促進法

企業立地や産業集積に取り組

む自治体などを国が重点的に

支援。国の同意を得た基本計

画の対象区域内において、立

地企業の設備投資への減税な

どの支援措置が講じられる。

用語
解説

広島高速道路

1号線～5号線（図

内の　 ～　）の5路線で構成。

平成25年度完成予定。

用語
解説

県費預託
　　融資制度事業用資金の円滑な供給のため、貸付原資の一部を県が金融機関に預け（預託）、金融機関

の協力を得て行う
低利・長期の融資
制度。融資対象は
県内の中小企業者
等（条件あり）。

用語
解説

是正指導
平成10年5月、本県の教育内容や学校管理運営に不適正な実態があるとして文部省（当時）から是正を求められたもの。県民に信頼される公教育の確立に向け、教育改革に取り

組んでい
る。

用語
解説

特定健診・
　保健指導

生活習慣病に関する健診を行い、保

健指導を要する者には、保健師等に

よる面接指導と6カ月後の評価を行

うもの。平成20年

度から、40歳以上

75歳未満の被保険

者等への実施が義

務化される。

用語
解説

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

　
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、地
方
分
権
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
は
じ
め
六
つ
の
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
二
年
間

を
か
け
て
、各
調
査
事
件
に
つ
い
て
、審
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

知事後援会の政治資金規正法違反問題等に係る主な動き （平成19年2月定例会閉会後）

広島地方検察庁による「訴訟記録における議員の実名等の開示請求に対
する一部不許可処分」の取り消しを求め、議長が広島地方裁判所に準抗告
申立書を提出した。

「知事後援会の政治資金規正法違反問題等に関する調査会」の平浩介座
長から議長に対し、「二度と疑惑を持たれることがないよう、政治倫理条例
を制定するなど、早急な具体的取り組みが必要である」などの座長意見を
付した追加報告書が提出された。

議長から知事に対し、早急に事実解明するよう申し入れを行った。

3月12日

4月27日

5月21日

知事から議長に対し、後援会問題に関する総括として、「後援会元事務局長
らから証言できない旨の書簡を受け取り、これ以上事実を明らかにする手
だてを失ったと判断せざるを得ない」などとする報告書が提出された。

平成19年6月定例会初日において、知事から事実関係の全容を明らかに
できなかった旨の発言があった。

平成19年6月定例会最終日において「知事藤田雄山君の不信任に関する
決議案」が提出され、採決の結果、否決された。

6月19日

6月21日

7月22日

県議会の組織について

総務委員会
生活福祉保健委員会
農林水産委員会
建設委員会
文教委員会
警察商工労働委員会

地方分権改革推進特別委員会
拠点機能・地域づくり対策特別委員会
少子化・人づくり対策特別委員会
暮らしの安全・安心対策特別委員会
産業活力・雇用対策特別委員会
国際・文化・観光振興対策特別委員会
予算特別委員会

（2月定例会中）

決算特別委員会
（9月～12月定例会）

①本会議とは
　全議員で構成する会議のことで、すべての議案に対する議会の最終
的な意思を決定します。
　なお、会議は、議員定数の半数以上の議員が出席しなければ開会さ
れません。

②議会運営委員会とは
　議会の円滑な運営を図るため、議会内各会派間の連絡調整を行います。

　県議会は、執行機関である知事に対して、対等な立場にある議決機関であり、互いに
けん制、協力して県政の運営を行っています。県議会は、議長と副議長が会議の運営
や秩序の維持にあたっています。

県

議

会

議

長

副

議

長

②
議
会
運
営
委
員
会

①

本

会

議

③
常
任
委
員
会

④

特

別

委

員

会

③常任委員会とは
　議会開会中に本会議に提出された議案などを、専門的に審査・調査
します。
　県の仕事を部局ごとに分けて、6つの委員会が置かれ、議員は必ず
いずれかの委員会に所属しています。
　なお、本県では、議会閉会中においても、月1回程度、担当する行
政施策の審査・調査を行っています。

④特別委員会とは
　特定の事項を審査・調査するため、必要に応じて本会議の議決に
よって設置されます。
　本県では、審査・調査を2年間で行い、1年後に中間報告を、最後
の定例会において最終報告を行います。
　なお、その報告の中から処理報告を求める事項を選定し、執行機関
からの報告を求めています。
　また、2月定例会では、予算関係を集中審査するため、予算特別委
員会が、9月定例会では、決算関係を集中審査するため、決算特別委
員会が設置されます。

委  員  長　   中 津 信 義
副委員長　　杉 西 加 代 子
委　　員　　金 口 　 巖
委　　員　　野 村 常 雄
委　　員　　栗 原 俊 二
委　　員　　門 田 峻 徳
委　　員　　城 戸 常 太
委　　員　　松 浦 幸 男
委　　員　　平 　 浩 介
委　　員　　窪 田 泰 三
委　　員　　渡 壁 正 徳

地方分権改革推進特別委員会
【調査事件】

●地方分権改革推進対策調査の件

●行財政改革推進対策調査の件

●基礎自治体の機能強化対策調査の件

委  員  長　   犬 童 英 徳
副委員長　　武 田 正 晴
委　　員　　下 森 宏 昭
委　　員　　山 下 智 之
委　　員　　児 玉 　 浩
委　　員　　下 原 康 充
委　　員　　芝 　 　 清
委　　員　　田 辺 直 史
委　　員　　小 島 敏 文
委　　員　　檜 山 俊 宏
委　　員　　山 田 利 明

拠点機能・地域づくり対策特別委員会
【調査事件】

●広域交流基盤強化対策調査の件

●都市機能強化対策調査の件

●中山間地域の振興対策調査の件

委  員  長　   中 原 好 治
副委員長　　安 木 和 男
委　　員　　佐 藤 一 直
委　　員　　桑 木 良 典
委　　員　　柴 　 美 智 子
委　　員　　中 村 道 徳
委　　員　　緒 方 直 之
委　　員　　高 山 博 州
委　　員　　砂 原 克 規
委　　員　　宇 田 　 伸
委　　員　　間 所 　 了

少子化・人づくり対策特別委員会
【調査事件】

●少子化対策調査の件

●子どもの健全育成
　対策調査の件

●総合的な人づくり
　対策調査の件

委  員  長　   浅 野 洋 二
副委員長　　大 井 哲 郎
委　　員　　蔵 本 　 健
委　　員　　井 原 　 修
委　　員　　　 木 昭 夫
委　　員　　沖 井 　 純
委　　員　　河 井 案 里
委　　員　　　 橋 雅 洋
委　　員　　小 林 秀 矩
委　　員　　山 崎 正 博
委　　員　　大 曽 根 哲 夫

暮らしの安全・安心対策特別委員会
【調査事件】

●安全な生活環境対策調査の件

●地球環境保全対策調査の件

●防災・危機管理対策調査の件

委  員  長　   中 本 隆 志
副委員長　　東 　 保 幸
委　　員　　岩 下 智 伸
委　　員　　内 田 　 務
委　　員　　日 下 美 香
委　　員　　天 満 祥 典
委　　員　　松 岡 宏 道
委　　員　　辻 　 恒 雄
委　　員　　岡 　 哲 夫
委　　員　　奥 原 信 也

産業活力・雇用対策特別委員会
【調査事件】

●産業活力強化対策調査の件

●産学官連携による技術革新対策調査
　の件

●雇用対策調査の件

委  員  長　   石 橋 良 三
副委員長　　吉 井 清 介
委　　員　　森 川 家 忠
委　　員　　梶 川 幸 子
委　　員　　田 川 寿 一
委　　員　　安 井 裕 典
委　　員　　宮 　 政 利
委　　員　　川 上 征 矢
委　　員　　冨 永 健 三
委　　員　　山 木 靖 雄

国際・文化・観光振興対策特別委員会
【調査事件】

●国際施策の推進対策調査の件

●文化振興対策調査の件

●観光立県の構築対策調査の件

本会議では、6月26日と27日の2日間にわたって6人の議員が一般質問を行い、知事後

援会の政治資金規正法違反問題や企業立地促進、教育問題などの県政が直面する様々な

課題について、県民の視点に立った論議を展開しました。

こ
の
事
業
は
、広
島
都
市
圏
の
中

枢
拠
点
性
向
上
の
た
め
に
極
め
て

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。事
業
は
、広

島
市
が
策
定
し
た「
新
た
な
交
通
ビ
ジ
ョ

ン
」に
基
づ
き
市
が
推
進
し
て
お
り
、県
は
、

広
島
都
市
圏
の
都
市
交
通
基
盤
の
充
実

に
つ
い
て
、広
島
市
と
の
適
切
な
役
割
分

担
を
明
確
に
し
た
上
で
、積
極
的
に
連
携
・

協
力
を
図
り
、推
進
に
努
め
る
。

福
山
市
を
中
心
と
す
る
備
後
地

域
の一
層
の
発
展
を
図
る
た
め
に

は
、新
た
な
事
業
用
地
の
確
保
は
、大
き

な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。一
方
、

産
業
団
地
の
造
成
に
は
多
大
の
経
費
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、福
山
市
と
十
分
連

携
し
、よ
り
効
率
的
な
事
業
用
地
の
確

保
対
策
を
検
討
し
た
い
。

特
別
支
援
学
校
の
通
学
対
策

問
県
教
育
委
員
会
は
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
の
特
別
支
援
学
校
の
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
運
行
経
路
等
に
つ
い
て
、見
直

す
方
針
を
決
定
し
た
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、

子
ど
も
や
保
護
者
に
過
重
な
負
担
を
強
い

る
こ
と
に
な
る
が
、ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら

見
直
し
を
進
め
る
の
か
。

答
今
回
の
運
行
方
針
の
見
直
し
は
、

通
学
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、卒

業
後
の
自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
自

力
通
学
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、重
複

し
た
運
行
経
路
等
の
整
理
を
す
る
と
い

う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。具
体

的
な
経
路
等
に
つ
い
て
は
、一
人
一
人
の
障

害
の
状
態
や
各
地
域
の
交
通
事
情
等
を

考
慮
し
、適
切
に
設
定
し
て
い
く
。

広島IC

沼田

中広

広島駅北口
矢賀観音

宇品　

仁保J.C.T

広島東IC

供用区間

整備区間

財源
権限

E
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5

2
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4



　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
五
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
広
島
市
の
新
球
場
建
設
に
つ
い
て
は
、開

閉
式
ド
ー
ム
な
ど
将
来
の
機
能
充
実
に
配

慮
し
た
整
備
が
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
 

●
将
来
の
州
都
を
目
指
す
べ
き
広
島
市
の
中

枢
拠
点
機
能
の
強
化
は
、県
と
し
て
も
重

要
な
課
題
で
あ
り
、新
球
場
建
設
を
含
め
、

引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
 

●
交
流
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
、既
存
施
設

を
活
用
し
た
長
期
滞
在
の
実
施
な
ど
の
対

応
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、交
流
定
住
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈第
二
次
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の
着

実
な
推
進
な
ど
 

総

務

委

員

会

総

務

委

員

会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

常任委員会の動き 常任委員会の動き 

大豆油インクを使用しています。

古紙配合率100％の再生紙を
使用しています。

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。
この広報紙についてのご意見・ご要望をお寄せください。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52  広島県議会事務局　調査課　企画法制室

ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局調査課企画法制室でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。
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主
な
質
疑
事
項
 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
三
件
 

　
そ
の
他
の
議
決
案
件
　
四
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
医
師
不
足
は
本
県
に
お
い
て
も
深
刻
な
状

況
で
あ
り
、奨
学
金
制
度
の
拡
充
な
ど
の

対
策
が
医
師
確
保
に
結
び
つ
く
よ
う
、継

続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
 

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
に
は
、備

蓄
薬
の
適
切
な
供
給
体
制
の
整
備
を
は
じ

め
、医
療
体
制
の
整
備
、県
民
へ
の
周
知
な

ど
万
全
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。
 

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
よ
る
注
意
報

等
の
発
令
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、予

防
的
な
観
点
に
立
っ
た
有
効
な
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈発
達
障
害
者
に
対
す
る
相
談
支
援
・

就
労
支
援
な
ど
 

 

主
な
質
疑
事
項
 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
・
県
立
広
島
緑
化
植
物

公
園
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、利
用
者
増

に
つ
な
が
る
総
合
的
な
取
り
組
み
が
可
能

な
指
定
管
理
者
の
選
定
に
努
め
る
こ
と
。
 

●
「
産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農
林
水
産
業
」

の
実
現
に
は
、地
域
の
関
係
機
関
と
十
分

連
携
し
、地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

●
農
地
保
有
合
理
化
事
業
は
、ノ
ウ
ハ
ウ
を

有
す
る
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
で
引
き
続

き
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
た
め
、

市
町
の
一
定
の
負
担
に
よ
り
、同
セ
ン
タ
ー

で
効
率
的
に
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈森
林
整
備
事
業
に
係
る
県
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
の
資
産
評
価
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

　
補
正
予
算
　
二
件
 

　
条
例
案
　
三
件
 

　
そ
の
他
の
議
決
案
件
　
六
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
指
定
管
理
の
期
間
が
二
十
年
の
長
期
に
わ

た
る
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
広
島
に
つ
い
て
は
、適

正
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
い
こ
と
。
 

●
広
島
高
速
道
路
に
つ
い
て
、事
業
展
開
中

の
路
線
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、計
画

ど
お
り
の
事
業
完
了
と
供
用
開
始
に
努
め

る
と
と
も
に
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
早
期
設
置
を
図

る
こ
と
。
 

●
住
宅
供
給
公
社
に
つ
い
て
、業
務
の
効
率

化
と
未
分
譲
地
の
販
売
促
進
等
に
努
め
る

こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈広
島
港
宇
品
内
港
地
区
に
お
け
る

県
有
地
の
分
譲
問
題
な
ど
 

 

主
な
質
疑
事
項
 

農
林
水
産
委
員
会

農
林
水
産
委
員
会

建

設

委

員

会

建

設

委

員

会

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
一
件
 

　
そ
の
他
の
議
決
案
件
　
二
件
 

　
原
案
可
決
並
び
に
承
認（
全
会
一
致
） 

　
新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、家
庭
教
育
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
、市
町
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。
 

●
教
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、優
秀
な
人
材
確
保
に
努
め

る
必
要
が
あ
る
。
 

●
い
じ
め
行
為
に
関
す
る
裁
判
に
お
け
る
広

島
地
裁
の
判
断
に
は
、教
員
の
安
全
配
慮

義
務
の
認
定
な
ど
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
、

控
訴
審
で
主
張
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

﹇
そ
の
他
﹈地
震
時
の
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
・

校
舎
等
の
耐
震
改
修
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

　
補
正
予
算
　
一
件
 

　
条
例
案
　
二
件
 

　
原
案
可
決（
全
会
一
致
） 

付
託
議
案
の
審
査
結
果
 

●
「
犯
罪
収
益
移
転
防
止
法
」
に
関
す
る
事

務
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、届
け
出
義
務
の

あ
る
事
業
者
に
対
し
、制
度
の
周
知
を
十

分
に
図
る
こ
と
。ま
た
、暴
力
団
等
の
不
当

な
収
益
の
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
。
 

●
高
等
技
術
専
門
校
の
科
目
改
編
に
あ
た

っ
て
は
、魅
力
あ
る
科
目
づ
く
り
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
沿
っ
た
円
滑
な
実
施
に
努
め
る

こ
と
。
 

●
中
山
間
地
域
の
振
興
の
観
点
か
ら
、農
業

や
食
品
関
係
の
企
業
進
出
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
 

﹇
そ
の
他
﹈指
定
管
理
者
に
よ
る
積
極
的
な
事

業
の
取
り
組
み
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

文

教

委

員

会

文

教

委

員

会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

警
察
商
工
労
働
委
員
会

議会改革推進委員会の設置について

主な検討項目
・ 政務調査費の透明性の向上と費用弁償の見直し
・ 議会広報の充実
・ 政策立案機能の強化

議会改革推進委員会
委員長　間 所  　了　　委　員　大曽根哲夫　　委　員　宇 田 　 伸　
委　員　田 辺 直 史　　委　員　門 田 峻 徳　　委　員　山 木 靖 雄

　議会活動が県民により開かれたものとなるよう、また議会の政策立案機能、監視機能
など議会力の強化を図るため、議長の諮問機関として、6月に「議会改革推進委員会」が
設置されました。 
　なお、政務調査費と費用弁償の問題については、政務調査費等検討部会というワーキ
ンググループを設けて、年内を目途に調査・検討を行うこととしています。 

　広島県と米国ハワイ州が友好提携を結んで10周年を迎えることから、これを記念す
る行事などがハワイで行われ、本県議会からは議長をはじめ8名の議員が訪問し、この
記念式典に参加しました。 
　広島県からは、本県議会を含め、知事、町村会、教育関係や福祉関係の団体など約
100名が参加し、両者の友好をさらに深めました。 

平成19年5月28日（月）～6月2日（土）

可決された 
意見書 
可決された 
意見書 

●
安
心
し
て
医
療
・
介
護
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

産
科
・
小
児
科
や
救
急
・
へ
き
地
医
療
の
医
師
不
足
の
解
消
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

●
原
爆
症
認
定
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

被
爆
者
援
護
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
原
爆
症
認
定
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
ま
し
た
。

●
年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
注
し
て
年
金
記
録
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
地
域
格
差
の
是
正
に
配
慮
し
た
国
土
形
成
計
画
の
策
定
を
求
め
る
意
見
書

中
山
間
地
域
の
実
情
に
即
し
格
差
是
正
に
つ
な
が
る
計
画
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

●
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
け
る
国
内
農
業
へ
の
十
分
な
配
慮
を
求
め
る
意
見
書

経
済
連
携
協
定
交
渉
に
お
け
る
関
税
撤
廃
な
ど
に
関
し
慎
重
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

7月2日議決

県民福祉の向上のため、国会や
関係省庁等に提出し、その実現を
図るよう要望しました。

●本会議の傍聴 ●本会議の傍聴 
本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の受付ま
でお越しください。 
● 受付／午前9時～
● 先着順に50名まで

●本会議場の団体見学 ●本会議場の団体見学 
本会議等の行事のない日は、本会議場の
団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時
  （土・日、祝日等を除く）

●委員会のモニター視聴 ●委員会のモニター視聴 
委員会の審議状況が、議会棟1階のモニ
ターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～
● 定員36名（希望者多数の場合抽選）

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。

みんなで徹底で徹底しよう「三ない運動運動」 
 

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈ること（会
費などを、他の住民よりも多く支払うことなども
含みます）は、法律で禁止されています。また、
有権者が寄附を求めることも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対象と
なります。 

みんなで徹底しよう「三ない運動」 
 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

6月28日開催

�������������	
����������������������ホームページ

テレビ広報番組の配信 …「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。
…本会議と予算特別委員会の会議録が登録されています。会議録の閲覧と検索 

最新の
情報 

を掲載
して

います
! 広島県議会 

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。

広島県議会 検索

【日　　程】

・ 広島県・ハワイ州友好提携10周年記念式典
・ ハワイ島広島県人会創立40周年記念式典
・ ハワイ州下院議長及びハワイ州知事との面談

【主要行事】

　今
度
、ぼ
く

県
議
会
の

議
場
見
学
に

行
く
ん
だ
。

で
も
、

ど
こ
に
あ
る

ん
だ
ろ
う
。

場
所
と
か

聞
い
て

な
い
ん
だ
。

い
い
わ
ね
。

玄
関
前
に

大
き
な

ソ
テ
ツ
が

あ
る
ぞ
。

ハワイ州知事との面談 
写真中央の女性がハワイ州知事 

県
庁
の

中
に

あ
る
ん
だ
よ
。


